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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【ユニット移動】
・岡部　貞子様～東病棟Bユニット1号室➝東病棟Cユニット5号室

＜患者様連絡事項＞
・橋本　キヨエ様～明日より点滴3本→4本へ増量し7日分処方あり。

・小林　辰夫様～明日よりリスパダールOD錠飲み切り中止。

・江刺家　惠子様～20日分退院処方、退院指示あり。

・伊藤　のり子様～Ba留置指示あり。


＜金Dr診察＞
・戸来　栄一様～臨時薬同内容にて7日分処方、10/19ハロマンス筋注指示出ている。母様来院あ
り、主治医面談実施。年末年始に外泊し、その様子で1ヶ月以内での自宅への退
院予定となる。本人様も途中から同席し、薬をきちんと服用することは約束して
いる。本人様から筋注を止めたい希望あるも、主治医よりいずれ考えるのでしば
らくは続けると説明。まずは12/31　10：00～1/2　14：00までで外泊し、もし
も外泊から帰院しない場合は警察へ連絡するように主治医より母様へ伝えてい
る。また、退院後は訪問看護(五福）1回/週で導入指示あり、PSWへ退院決定後
[bookmark: _GoBack]調整依頼している。外泊にむけ不穏時、不眠時処方あり。

・東野　愛様～臨時薬同内容にて7日分処方、ゼプリオン12/20で指示出ている。診察時、同室者
の不満訴えることあるも、お互いに我慢している部分もあるので、お互いを思いあ
う行動を行い1週間様子をみるように説明している。

・鈴木　正子様～臨時薬同内容にて7日分処方。年末年始に外泊し、その後年明けに退院予定とな
り、外泊日や退院日に関しては息子様と相談し、決まったらスタッフへ声かける
ように説明している。また、訪問看護(五福）2週に1回で導入指示あり、PSWへ
調整依頼している。退院後の通院は2回程度は当院に通院するように説明。仕事
は初外来が済んでから開始するように伝えている。外泊時に持参した薬（ナザー
ルスプレー1本、ピュアリッチα点眼液1本、尿素スキンクリーム1個、モーラ
スハップ２P、パンシロンキュア1箱）は使用可とのこと。パンシロンキュアは
スタッフ管理とし、使用時スタッフへ声かけるように説明している。他は本人管
理としている。

・金田　清一様～臨時薬、リスパダール内用液は変更ないも、採血上Kが高い為、アルダクトン中
止し、ラシックスへ変更している。

・平野　朝枝様～リハビリ目的にて早めに南病棟へ移動できるなら移動させるように指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中脱衣行為頻回に見られ都度着衣介助するが同様の行動頻回。他者からクレーム頻回であり自制困難な様子ある為早めに開放観察終了している。引き続き身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。食事は朝1/4、昼拒食、不機嫌さなく経過。対面時の易怒性、攻撃性無し。12:30環境への不満や苛々感を訴え、不穏時レボトミン(50) 1T服用。14：20再度環境への不満訴え不安時レキソタン（5）１T服用。口調は落ち着いているが、15:55環境への不満や苛々感を訴え、不穏時レボトミン(50) 1T服用。引き続き身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和5年12月18日　13：45
氏　　名：太田　留美子（おおた　るみこ）様
生年月日：S38年8月11日（60歳）
病　　名：うつ病
性　　別：女性
主 治 医：小栁Dr.　
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Bユニット
　
＜経過＞
姉と生活していたが、自室に姉を入れず、側に来ないでと言われており、
　　時々廊下で話を聞いていたが、話を拒否したり、易怒的になったりして
　　いた。11月中は少しずつは食事を取れていたが、腹痛の訴えがあった。
　　徐々に食事をとらなくなり、果物を食べる程度になり、おかずを出して
　　一緒に食べようとお話しても食べなかった。姉宅にきてもずっと横にな
　　っていた。11月中は薬も飲んでいない状況だった。姉からはもう自宅で
　　みれないと話されている。うつ病　思考制止が強く、拒食拒薬もあり、
　　入院治療が必要であるが、本人は入院はしたくないと拒否をするため、
　　姉の同意のもと本日東病棟へ医療保護入院となる。
